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Ⅳ. IT活用の狙い目は？それでリスク低減はできるのでしょうか？

●ＩＴ活用の効果 ＜過去（H4～H13）のある製造業の死亡災害分析から＞

ITによる安全衛生管理の

適用可能性 41％

作業開始前にデータベースを検索し、
作業手順の作成支援。
データベースは教育訓練にも活用可能

作業者の位置検出、作業状態の確認、作業開始前の
安全上のポイントの指示、マニュアル参照。
疑似体験教育支援

設備対策での
対処困難 61% 

設備的対策での
対処可能 39%

39%

20%

死亡災害の約4割に、ＩＴ活用による安全衛生管理の適用可能性！

（但し安全防護物の適用等の設備的対策に比して確実性に劣るため、その効果には限界もあります）

管理組織、保護具、作業標準、
表示、取扱説明書などの一般的
な管理的対策
（人間の注意依存でカバー）

ガード、安全装置などの
設備的対策

作業方法
の欠陥

４１％

不安全な行
為・行動

４９％
作業段
取、環境
欠陥

１８％

危険場所に
接近 ２１％

その他

３０％
その他

４１％

【不安全状態別分析】 【不安全行動別分析】

約60%が作業前の計画不備 約70%が作業実行時の不安全行動や不注意、無知

元データ：（社）日本鉄鋼連盟報告書（平成17年度休業災害185件の分析）

元データ：（社）日本鉄鋼連盟報告書（死亡災害分析WG報告書）、IT可能性分析：（独）労働安全衛生総合研究所

作業標準（手順）設計支援

（データベース等での情報支援）

作業者間の同時多極の情報伝達

作業者の位置状態把握警告
IT活用

③教育訓練支援
①作業設計支援 ②作業実行支援

②作業実行支援

③教育訓練支援

①作業設計支援

●ＩＴ活用の狙い目 ＜最近（H17）のある製造業の休業災害の分析から＞

前章でIT活用が期待される現場ニーズを、過去の災害分析から確認してみると
３つの支援機能が浮かび上がります。 その効果のほどは？・・・・・


